
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

  学 校 名 瑞浪市立稲津小学校 

 実 施 期 間 平成２６年１１月８日（土） 

実 施 概 要 ①朝活動：各学級で父親による読み聞かせ 
《３・４時間目》 
②親子ドッジボール大会（３年生） 
③親子収穫祭（５年生）：４月から育てて収穫した米で五平餅作り 

《午後》 
 ④保護者による授業参観 学級・学年懇談会 

実 施 内 容  学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   レ文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  レ授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
  レ地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者             ２３０   人  
    計     ２６０     人 

地域関係者               ３０   人 

 
実 施 状 況 

１０月 ３日（金）稲津小命の日：ＰＴＡ母親委員による読み聞かせ（命の話） 

１０月２６日（日）町民文化祭（稲津公民館） 

         ◇「芸能の部」参加  ４年生（４０名）：合奏・合唱披露 

         ◇「展示の部」参加  図画 （学級３点）：計２７点 

                    造形物（学級２点）：計１９点 

１１月 ７日（金）稲津町あいさつ運動 

１１月 ８日（土）学校公開日 

   【午前】○朝 ：父親による読み聞かせ 

       ○３年：親子スポーツ大会（ドッジボール） 

       ○５年：学校田で収穫した米を使った、親子五平餅作り 

        ※お世話になった地域の方を招いた収穫祭 

       ○１・２・４・６年：授業公開 

   【午後】○授業参観（１～４年・６年） 学級・学年懇談会 

        ※５年：地域の方を講師に、親子でしめ縄作り 

 
成果及び課題 

・３年生：親子で歓声を上げ、ドッジボールを通して交流を深めることができた。両

親揃っての参加も多く、親子共に、満面の笑みで楽しむ姿が見られた。ま

た、保護者同士の交流もこれまで以上に深まった。児童が会の司会進行役

を務め、はつらつとした表情が見られた。 

・５年生：「収穫祭２０１４五平餅作り」と題し、子どもたちが５月から育ててきた

米を使って親子で収穫を祝った。多くが両親揃っての参加。かまど係と五

平餅係に分かれて、親子で協力しながら五平餅作りを行った。昔から伝わ

る地域の伝統食を親子で作ることで、一緒になって歓声を上げ、大変楽し

いひとときとなった。また、米づくりでお世話になった地域の方に、これ

までの米づくりの活動を発表しながら、感謝の気持ちを伝える会も行った。

さらに、午後からは地域の方を講師として、稲刈りをしたわらを使ってし

め縄作りも行った。子どもたちは、お米の全てを無駄にしない先人たちの

智恵のすばらしさを実感していた。 

・保護者や家族の参観が大変多く、学校への関心や期待が高いことがわかった。今後

もより多くの参観者に来ていただけるよう啓発していきたい。 

 


